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 今年の夏も猛暑と豪雨で大変な思いをされた

方々が少なくありませんでした。新型感染症と

併せての状況は、経済的にも非常に厳しい状況

かと存じます。 

 被災された皆様に、改めまして心よりお見舞

い申し上げます。 

 新幹線開業バブルともいえる状況だった金沢

では、開業前の状態よりも人が少なく、静かな

夏ですが関連する業界の方々を想うと、なんと

も申し上げようもありません。 

 お盆過ぎに強烈な日差しを浴びながら、街を

歩いていてふと、空気の乾き具合で秋の訪れを

感じ、驚きました。我が家の玄関先では秋の虫

が鳴き始めています。古の和歌に「秋来ぬと、

目にはさやかにみえねども、風の音にぞ、驚か

れぬる」とありますが、時の流れは一切の妥協

無く、過ぎていくようです。 

 一方で、長期予報では残暑厳しいとされてい

ますので、今しばらく熱中症対策への意識は欠

かせないようです。 

 今月の表紙写真は、知人のぶどう園での一コ

マです。IT企業でのお勤めを終えられてからお

父様のぶどう園を自然栽培に切り替えたという

猛者の方です。無農薬なのは勿論、肥料も一切

与えないので、普通のブドウよりも収穫時期が

かなり遅いのですが、完熟の味わいはそれはそ

れは筆舌に尽くしがたいものがあります。 

 自然と生命が本来持っている底力と、その成

果の奥深さに、ただただ感銘を受けました。 

 自然栽培は返って手間が掛かりますが、無農

薬と併せて、手入れの行き届いた農園で、すっ

かりくつろがせて頂き、至福のひとときでし

た。 

 こちらの完熟ぶどうたちは、東京のレストラ

ンへ直接お嫁入りするそうです。今年、この農

園への影響が少なければよいのですが。（は） 

編集室から 

 このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。 
 その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。 

自然栽培のぶどうは絶品 

石川県宝達志水町にて 

by hama 

長長長   月月月   本ニュースにレギュラー

執筆していただいている

川畠さんが「能登だらぼ

ち」を引き受けて改装開

店されました。 
 

上京された際、ご利用になってみてください。 
 

のと だらぼち 

03-5537-3078 

17:00～23:00 日曜祝休 
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一
本
の
映
画
を
制
作
す
る
際
、
監
督
や
俳
優
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
多
く
の
役
割
を
担
う
人
々
の
協
力
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
欠
か
せ
な
い
の
は
、
ご
承
知
の
こ
と
と
思
う
。
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
、
脚
本
家
、
演
出
家
、
時
代
考
証
、
方
言
指
導
、
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
・
Ａ
Ｄ
、
大
道
具
・
小
道
具
、
衣
装
・
ス
タ
イ
リ
ス
ト
、

メ
イ
ク
・
ヘ
ア
メ
イ
ク
、
音
声
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
照
明
、
Ｃ
Ｇ
、

編
集
…
…
。 

 

起
業
活
動
に
お
い
て
も
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。
起
業
家

が
「
発
明
」
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、

た
っ
た
ひ
と
り
の
人
間
の
手
で
世
に
出
せ
る
も
の
で
は
な

い
。 

 

製
造
系
技
術
者
の
出
身
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
「
作
る
こ

と
、
も
し
く
は
そ
の
技
術
」
に
専
心
し
が
ち
で
あ
る
し
、
営
業

系
の
出
身
で
あ
れ
ば
「
い
か
に
売
る
か
」
に
興
味
が
向
く
の
は

当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
「
製
品
」
で

あ
っ
て
も
、
製
造
と
販
売
の
両
輪
が
上
手
く
か
み
合
わ
な
け

れ
ば
、
人
々
が
手
に
取
れ
る
前
に
立
ち
行
か
な
く
な
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
有
効
性
を
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
「
商
品
」
と
し
て
の

 
C

O
V

ID
-
1
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は
、
「w

ith
 

コ
ロ
ナ
」
の
ス
テ
ー
ジ
で
経
済

活
動
と
感
染
抑
制
の
バ
ラ
ン
ス
に
苦
し
む
我
々
を
嘲
笑
う
か

の
よ
う
に
再
拡
大
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
半
年
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
私
な
り
の
考
え
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
今
の

と
こ
ろ
新
た
に
追
加
し
て
発
信
す
べ
き
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
生
活
習
慣
病
へ
戻
る
事
に
し
ま
す
。
ま
ず
は
イ
ン
ス

リ
ン
を
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
意
味
も
込
め
て
、
一
型
糖

尿
病
の
話
で
す
。 

 
 
～

一
型
糖
尿
病
と
は～ 

 

ヒ
ト
の
体
内
で
血
糖
を
下
げ
る
唯
一
の
ホ
ル
モ
ン
が
イ
ン

ス
リ
ン
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
作
る
唯
一
の
臓
器
が
膵
臓
で
す
。

膵
臓
は
大
き
さ
も
形
も
バ
ナ
ナ
に
そ
っ
く
り
な
の
で
す
が
、

全
く
異
な
る
二
つ
の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
食
べ

た
物
を
消
化
す
る
為
に
必
要
な
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
や
リ
パ
ー
ゼ
と

い
っ
た
消
化
酵
素
を
作
る
こ
と
で
す
。
作
っ
て
十
二
指
腸
の

中
に
放
出
し
て
、
糖
質
や
蛋
白
質
な
ど
を
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る

ま
で
完
全
に
分
解
し
ま
す
（
飲
酒
が
過
ぎ
る
と
何
故
か
消
化

酵
素
が
膵
臓
内
で
活
性
化
し
て
、
自
分
の
内
臓
を
溶
か
し
て

し
ま
う
恐
ろ
し
い
急
性
膵
炎
に
な
り
ま
す
）
。
腸
管
の
中
は
体

の
外
に
つ
な
が
る
空
間
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
体
の
外
に
分
泌

す
る
と
い
う
意
味
で
「
外
分
泌
」
と
い
い
ま

す
。
膵
臓
の
約
九
十
％
は
、
外
分
泌
に
関
係

す
る
細
胞
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
膵

臓
を
顕
微
鏡
で
拡
大
す
る
と
、
少
し
違
う
細

胞
が
数
百～

数
千
個
で
ひ
と
塊
り
に
な
っ

て
、
大
海
原
に
ポ
ツ
ン
と
浮
か
ぶ
島
の
よ
う

に
存
在
し
て
い
ま
す
。
発
見
者
に
ち
な
ん
で

ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
が
も

う
一
つ
の
働
き
で
あ
る
体
内
の
血
液
中
に

ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
「
内
分
泌
」
を
担
っ
て
い
ま
す
（
図
）
。 

 

ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
の
う
ち
六～

七
割
を
占
め
る
の
が
イ
ン
ス

リ
ン
を
作
る
β
細
胞
で
、
一～

二
割
が
グ
ル
カ
ゴ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
を
作
る
α
細
胞
で
す
。
こ
の
グ
ル
カ
ゴ
ン
が
後
に
な
っ
て
重

要
に
な
る
の
で
、
名
前
だ
け
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
一
型
糖

尿
病
は
、
バ
ナ
ナ
の
よ
う
な
膵
臓
の
大
海
原
に
ポ
ツ
ン
と
浮
か
ぶ

小
さ
な
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
の
更
に
β
細
胞
だ
け
が
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
破
壊
さ
れ
る
病
気
で
す
。
た
い
て
い
は
数
ヶ
月
で
β
細
胞

が
破
壊
さ
れ
尽
く
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
に
よ
る
治
療
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
稀
に
数
日
で
急
激
に
進
行
し
て
対
処
を
誤
れ
ば
死
に

至
る
「
劇
症
」
や
、
逆
に
数
年
以
上
か
け
て
徐
々
に
進
行
す
る
「
緩

徐
進
行
型
」
と
い
う
ア
ジ
ア
人
に
多
い
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。 

 
 
～

一
型
糖
尿
病
の
原
因～ 

 

な
ぜ
イ
ン
ス
リ
ン
を
作
る
細
胞
だ
け
が
、
よ
り
に
よ
っ
て
選
択

的
に
破
壊
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
だ
け
精
密
な
選
別
を

行
え
る
の
は
、
高
度
な
機
能
を
備
え
る
レ
ベ
ル
ま
で
分
化
し
た
細

胞
だ
け
で
す
。
進
化
の
度
合
い
が
低
い
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
に
は
、

と
う
て
い
無
理
な
芸
当
で
す
。
破
壊
の
主
役
は
、
我
々
の
体
に
備

わ
る
免
疫
細
胞
で
す
。
発
症
は
、
感
染
症
を
契
機
と
す
る
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
侵
入
し
た
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
を
、
免
疫
細
胞
は

徹
底
的
に
排
除
し
ま
す
。
そ
の
際
の
手
掛
り
に
す
る
の
が
、
細
胞

表
面
の
特
徴
（
抗
原
）
で
す
。
こ
の
抗
原
が
、
侵
入
者
と
β
細
胞

で
極
め
て
類
似
し
て
い
る
ら
し
く
、
免
疫
細
胞
が
誤
っ
て
攻
撃
を

仕
掛
け
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
序
で

の
発
症
を
自
己
免
疫
疾
患
と
呼
び
、
他
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
・
重
症

筋
無
力
症
・
潰
瘍
性
大
腸
炎
・
甲
状
腺
疾
患
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。 

価
値
は
、
認
識
さ
れ
ず
結
局
は
「
売
れ
な
い
」
と
い
う
現
象
が
起

き
て
し
ま
う
。 

 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
初
期
は
、
生
産
と
販
売
に
意
識
が
集
中

し
が
ち
で
あ
る
た
め
、
予
想
外
に
売
れ
た
と
き
、
調
達
・
運
転
資

金
・
製
造
工
程
な
ど
の
面
で
や
り
く
り
が
付
か
ず
起
動
に
載
せ

ら
れ
な
い
と
い
う
「
上
手
く
行
き
過
ぎ
た
が
た
め
の
巧
く
行
か

な
い
状
況
」
や
、
そ
の
真
逆
に
「
在
庫
を
抱
え
す
ぎ
て
事
業
が
回

ら
な
い
」
リ
ス
ク
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。 

 

起
業
プ
ロ
セ
ス
が
後
段
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
局
面
に
入
っ
た
と

き
、
こ
れ
ら
を
一
人
で
包
括
的
に
対
応
で
き
る
人
財
は
、
極
め
て

希
少
な
存
在
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
人
々
は
ゼ
ロ
か
ら
一

を
創
れ
る
人
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
の
規
模
を
持
つ
事

業
と
し
て
育
て
て
い
く
に
は
、
や
が
て
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
す

る
。
一
か
ら
十
へ
と
歩
ん
で
い
く
過
程
で
、
こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
を

持
つ
人
財
を
チ
ー
ム
と
し
て
迎
え
入
れ
る
か
、
外
部
の
委
託
先

と
し
て
連
携
す
る
か
、
選
択
を
迫
ら
れ
る
。 

 

で
は
、
ど
の
よ
う
な
ス
キ
ル
や
専
門
家
の
役
割
・
依
頼
事
項
が

考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
き
く
観
る
と
事
業
の
ウ
チ
と
ソ

ト
で
あ
る
。 

寄
稿
『
体
と
心
と
社
会
の
生
活
習
慣
病 

～
そ
の
四
十
～

』 
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
ク
リ
ニ
ッ
ク 

井
垣 

俊
郎 

 
  

 
  

 
 

  
 

  
 

  
 

  

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

( 
い
が
き 

と
し
お 

)

金
沢
大
学
北
溟
寮

で
、
濱
さ
ん
の
二
年
後
輩
で
し
た
。
濱
さ

ん
は
、
と
っ
て
も
怖
か
っ
た
…
。
卒
業
後

は
金
沢
を
離
れ
、
現
在
は
温
暖
な
讃
岐
高

松
で
ヌ
ク
ヌ
ク
し
て
い
ま
す
。 



 コロナ禍でかつ、気温が35度越えが毎日続くこの季節はほんと地

獄ですね。外出時にマスクを着用していると、コロナに感染する方が

まだいいやとまで思ってしまいます。ダメだけど。 

 そんな身体的苦痛と同じくらい辛いのは、野菜の高騰による経済的

苦痛です。中がスカスカのレタスが1玉400円、白菜1/4が250円っ

て。。。。。誰が買うの？7月の長雨、8月の猛暑が原因とのことで

すが、これってもう毎年起こってます。何十年に一度という決まり文

句をテレビの気象報道で耳にするけど、去年も同じような水害や高温

起こってます。ということは毎年この季節は野菜は高騰するというこ

とです。 

 僕がならば何を考えるか？現在の気象状況をベースとして、地域ご

との作付け計画を見直します。例えば九州で7月の降雨量が多いとい

うことであれば、その時期のトマト・きゅうりの作付けは他の地域に

シフトする。関東内陸部で8月～9月で高温が常態化するのであれ

ば、葉物野菜は北海道に産地をシフトしていく。という考え方です。 

 当然政治家も官僚もJAの経営幹部はもっと効果的なソリューショ

ンを考えるのでしょうが、現実として今、農業政策がうまくいってい

ないのは事実です。つまり何もしていないと同じということ。 

 また野菜高騰のもうひとつの理由には、農業従事者の減少でリスク

要因をカバーリングできないレベルにきているのでは？ということで

す。つまり、以前であればどこかの産地でナスが不作でも、他の産地

でも生産量があるので市場価格はそこまで変動しないという産地ごと

に補填する仕組みがあったのではないでしょうか。 

 いずれにせよ、僕が常々思うのが食は防衛力と同じくらい大切な国

を守る資源であると考えます。中国が自国を非難する豪州から食材輸

入を制限する動きを見せるなど、食はある種兵器と同じくらい国にダ

メージを与えます。環境問題を真剣に捉え実行していくと並行して、

現状での気候でも安定した供給が可能となる日本の食政策を真剣に考

えないと、そろそろまずいところまで来ているのでは？ 

コロナ禍でアーティストによる通常のライブ活動は止まったままだ。私は2/15、ナ

ゴヤドームで踊るPerfumeを観たが、次週の東京ドーム公演は中止になった。その

後、感染症による影響の長期化が確実視されるようになり、無観客オンラインライブに

舵を切る動きが見られるようになった。 

6/25、サザンオールスターズの無観客配信ライブ(1)が行われた。公開されている数

字から経済的な効果と特徴を考察してみたい（未参戦）。 

このライブのチケット売上は、日産スタジアム(2)を満員にするのとほぼ同じだったよ

うだ（費用については適切な資料が得られなかったため比較しない）。 

〈配信ライブ〉3,600円 × 18万人= 6億4800万円 

〈通常ライブ〉9,500円 ×  7万人= 6億6500万円 

地方の1万人収容のアリーナと比較すれば約7倍のチケット売上になる。ただし、通

常ライブでのグッズ販売は、チケット料金の半分程度の1人平均約5千円(3)にも上る。

配信ライブでのグッズ販売の売上はかなり少なくなるだろう。予習復習やコレクション

等のためのダウンロードやDVD等の購入もしかりだ。一方で配信ライブでは、投げ銭

やプレミアムビューなどの課金方式が思いつく。これらを含めてライブDVDとの違い

を出す工夫が要りそうだ。 

会場周辺での消費（飲食、宿泊、交通費）、警備やテント等の設備に関する支出は

配信だとほぼ蒸発。このほか、グッズ以外のライブ参戦服や装備の購入もモチベーショ

ンの低下が避けられない。ライブビューイング関連や、大型モニター、スピーカー、

ヘッドホンなどの需要にはプラスに作用する。 

オンライン化するにあたりビジネスモデルは再構築されていくだろう。空間的に離

れていても、共感や共鳴できるライブにできるかどうかが重要である。 

8/16、サカナクションのオンラインライブ(4)に参戦した。主観を述べたい。 

＜対面の上位互換だと思ったこと＞ 

・音が抜群にいい（ライブDVDと同じ） 

・全員S席（ライブDVDと同じ）、かつカメラ目線がとても多い 

＜対面の下位互換だと思ったこと＞ 

・ワクワク感はリアルにかなわない（ライブDVDよりはある） 

・MCは目の前に観客がいない分、ライブ感がない 

・どうしても通信が途切れる時がある 

＜オンラインならではの付加価値だと思ったこと＞ 

・ビール飲みながらラフに参戦可 

・ライブDVDにCGエフェクトを乗せ、時々PVがミックスされた感じに 

・チャットで知らない他の観客と盛り上がれる 

何れにしても10年程前、宇多田ヒカルのUstream配信生中継（無料）を見たときの

ことを思うと隔世の感である。有料配信ライブはこれから急速に進化するだろう。

９/26のOfficial髭男dismが楽しみだ（参戦予定）。 

(1)https://2020live625.southernallstars.jp 

(2)横浜国際総合競技場。現在の日本で最も収容人数の多い会場 

(3)参考：ぴあ総研「ライブグッズの購入に関する調査結果」2019年4月 

(4)https://sakanaction.jp/feature/sakanaquarium_online 

浮き草のごとく102 福井県立大学 地域経済研究所 江川 誠一 

『 好きなアーティストのオンラインライブに幾ら払いますか？ 』 

『 日本の食がやばい!!! 』 

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩 



人の往来が増えるので、これを気に観光振興を図りたい。まだまだ課題は

続く。 

このところ調子のいいふるさと納税の寄付金はあるものの、富士フイル

ムの本社が移転し税収が減った市に余裕はない。ここが知恵の絞りどころ

だ。公民連携をうまく仕掛け、いかにイケてる仕事に組み立てるかがいつ

も念頭にある。 

まずは手始めに区画整理の際に設けた調整池が広くある。今の時期、草

ぼうぼうになっていて、住民からは当然の如く草刈りの要請が来る、しか

しこの広さだ。熱中症間違いなしの作業にたじろぎ、頼むにも割増料金が

請求されそうだ。サッカー場に、イベント広場にとアイディアはある。 

でもこれを市でやるとなると草刈以上の費用がかかりそうだ。ならば、

必要とする者に貸してしまえばどうだろう。広場を自由に運営する。貸し

コートでもフリーマーケットの会場だって、駐車場だって、使い途は相当

にありそうだ。公民連携の名のもとにサウンディング調査をしてマーケッ

トのある無しを確認しよう、話はそれからだ。 

役所の中で議論していても始まらない。「公務員よ、席を立って街に出

よう。そこにみんなが待っている。」と由布院の中谷健太郎さんに良く言

われた言葉だ。早く準備に取りかかろう、冬が近づき草の勢いが失せたと

きに、皆が加勢できるようにね。任期は２年8カ月。スタートダッシュで

駆け抜けたいものである。 

ご案内できる処たくさんあり

ます。どうぞ、様子見に南足柄に

お越しくださいませ。 

『富士の国から ～大魔神のたび～  』～南足柄市赴任～ 

静岡県小山町まちづくり専門監 溝口 久    

8 月 1 日から神奈川県南足柄市に企画部、都市

部及び教育部のトリプル参事として就任した。 

静岡県を早期に退職し小山町でまちづくり専門

監を務めたのが 6 年 4 カ月、そんなに長くいたの

と言われたが心の中では 9 年間いるつもりだった。

小生を呼んだ込山前町長の任期中はお付き合いし

ようと思っていたからだ。ところが、昨年 4 月の町長選に、歴代の町長が

避けてきた都市計画税の実施の目処を立てた矢先に、それを廃止するとノ

コノコ出てきた候補者に破れた。しかも、この新町長は専門監なんて要ら

ないと言うのだ。となれば、役場に居にくくなるのも当然のこと、前に町

長からの依頼の仕事が済めば用はない。それが 7 月末を退職の時期に選ん

だ理由だ。昨年、かねてから交流のあった県は違うがお隣さんである南足

柄市の市長からウチに来てくれないかとのオファーがあった。まだまだ隠

居の身でもないし、望まれる内が華と思い転職を決意した。 

南足柄市は神奈川県西部の市で県内では最も人

口が少ない 4 万 1 千人ほどである。箱根山の外輪

山の北東側にあり酒匂川の支流のひとつ狩川を中

心に市街地が広がっている。市域の 7 割は山に囲

まれ水に恵まれている。国土交通省の制定した水

の郷百選にも選ばれており、富士フイルムやアサ

ヒビールなど大手企業の事業所・工場が立地している。また、「金太郎の

ふるさと」として知られ市内のいたるところで金太郎に出会える。ちなみ

に小山町は「金太郎生誕の地」として売っている。 

 早速、やってもらいたい仕事のリストを渡された。昭和40から50年代

に建てられた學校を含め公共施設がそのまま手が付けられておらず、大規

模修繕が必要であるし、役割を終えかけている施設もある。この場合はそ

の後の利用をどうするのか？何とか筋道を立てなくてはいけない。多数施

設があるから、これは相当に長く続く事業になろう。 

地蔵堂という「金太郎生家跡」、「金太郎の飛び石広場」に「金太郎も

みじ」と言わば金太郎の里がある。ここに箱根に抜ける林道が整備され、


